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判 例 研 究

〔
判
示
事
項
〕

１　

責
任
遡
及
条
項
等
に
記
載
さ
れ
て
い
る
条
件
が
満
た
さ
れ
た
場

合
、
保
険
契
約
申
込
者
は
、
保
険
会
社
が
保
険
契
約
の
申
込
み
を

承
諾
し
た
上
で
、
責
任
遡
及
条
項
の
規
定
に
し
た
が
っ
て
保
険
会

社
が
保
険
契
約
上
の
義
務
を
負
う
と
の
合
理
的
な
期
待
を
有
す
る

も
の
と
認
め
ら
れ
る
。

２　

保
険
会
社
が
保
険
契
約
の
申
込
み
に
対
し
て
、
自
ら
の
内
部
基

準
に
沿
っ
て
特
別
条
件
を
付
し
た
上
で
承
諾
す
る
こ
と
が
で
き
る

と
判
断
し
た
こ
と
は
不
合
理
と
は
い
え
な
い
。

３　

被
保
険
者
が
死
亡
し
て
い
な
か
っ
た
な
ら
ば
保
険
契
約
の
申
込

み
を
承
諾
し
た
で
あ
ろ
う
と
認
め
ら
れ
る
と
い
う
要
件
を
満
た
さ

な
い
の
で
、
保
険
会
社
が
保
険
契
約
の
申
込
み
を
拒
絶
す
る
こ
と

が
信
義
則
上
許
さ
れ
な
い
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
と
さ
れ
た
事

例
。

〔
参
照
条
文
〕

　

改
正
前
商
法
六
四
二
条
・
六
八
三
条
一
項
、
保
険
法
三
九
条
・
六

八
条

〔
事　

実
〕

　

⑴　

本
件
保
険
契
約
の
申
込
み

　

平
成
二
四
年
二
月
一
二
日
、
Ｘ１
と
Ｘ２
（
原
告
。
以
下
「
Ｘ
ら
」
と

い
う
。）
の
父
で
あ
る
Ａ
は
、
Ｙ
保
険
会
社
（
被
告
）
に
対
し
、
自

己
を
被
保
険
者
、
Ｘ
ら
を
保
険
金
受
取
人
と
す
る
生
命
保
険
契
約

（
以
下
「
本
件
保
険
契
約
」
と
い
う
。）
を
含
む
四
種
類
の
保
険
が
組

み
合
わ
さ
れ
た
「
甲
保
険
」
契
約
の
申
込
み
を
し
た
。

判
例
研
究特

別
条
件
決
定
後
の
承
諾
前
死
亡
と
保
険
契
約
の
成
立

〔
商
法　

五
七
一
〕

︵
青
森
地
方
裁
判
所
平
成
二
五
年
一
一
月
二
六
日
判
決

平
成
二
五
年
ワ
第
二
五
号
保
険
金
請
求
事
件
〔
確
定
〕

判
例
集
等
未
登
載〔
後
掲（
四
七
頁
以
下
）資
料
参
照
〕）
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同
月
一
五
日
、
Ａ
は
医
師
に
よ
る
診
査
を
受
け
、
Ｙ
保
険
会
社
に

対
し
て
告
知
を
行
う
と
と
も
に
、
本
件
保
険
契
約
の
第
一
回
保
険
料

に
相
当
す
る
金
額
で
あ
る
一
万
七
六
一
五
円
を
支
払
っ
た
。

　

同
月
二
〇
日
、
Ｙ
保
険
会
社
は
、
医
師
の
診
査
結
果
を
も
と
に
、

本
件
保
険
契
約
の
申
込
み
に
対
す
る
承
諾
の
可
否
を
検
討
し
、
Ａ
の

リ
ス
ク
評
価
は
三
〇
〇
点
と
な
る
こ
と
か
ら
、
保
険
料
を
一
般
的
な

被
評
価
者
の
三
倍
と
す
る
条
件
（
以
下
「
本
件
特
別
条
件
」
と
い

う
。）
を
付
せ
ば
本
件
保
険
契
約
を
承
諾
で
き
る
旨
判
断
し
た
。

　

同
月
二
一
日
、
Ａ
は
雪
下
ろ
し
作
業
中
に
屋
根
の
雪
の
下
敷
き
と

な
る
事
故
に
遭
い
、
同
月
二
三
日
、
死
亡
し
た
。

　

⑵　

本
件
約
款
お
よ
び
重
要
事
項
説
明
書
の
記
載

　

本
件
保
険
契
約
の
約
款
に
は
、
Ｙ
保
険
会
社
が
契
約
の
申
込
者
か

ら
本
件
保
険
契
約
に
お
け
る
第
一
回
保
険
料
に
相
当
す
る
金
額
を
受

け
取
っ
た
後
に
本
件
保
険
契
約
の
申
込
み
を
承
諾
し
た
場
合
に
は
、

被
保
険
者
の
健
康
状
態
等
の
重
要
事
項
に
関
す
る
告
知
（
以
下
、
単

に
「
告
知
」
と
い
う
。）
を
受
け
た
時
と
第
一
回
保
険
料
に
相
当
す

る
金
額
を
受
け
取
っ
た
時
の
い
ず
れ
か
遅
い
時
を
責
任
開
始
時
と
す

る
旨
の
規
定
（
以
下
、「
責
任
遡
及
条
項
」
と
い
う
。）
が
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
本
件
保
険
契
約
を
含
む
保
険
商
品
の
重
要
事
項
説
明
書
に

は
、
Ｙ
保
険
会
社
が
保
険
契
約
の
申
込
み
を
承
諾
す
る
前
に
被
保
険

者
が
死
亡
し
た
場
合
、
被
保
険
者
が
死
亡
し
て
い
な
か
っ
た
な
ら
ば

保
険
契
約
の
申
込
み
を
承
諾
し
た
で
あ
ろ
う
と
認
め
ら
れ
、
か
つ
、

被
保
険
者
の
死
亡
時
ま
で
に
Ｙ
保
険
会
社
が
告
知
を
受
け
る
と
と
も

に
第
一
回
保
険
料
相
当
額
を
受
領
し
て
い
る
と
き
は
、
保
険
契
約
を

承
諾
し
た
も
の
と
し
て
取
り
扱
う
旨
記
載
さ
れ
て
い
た
。

　

⑶　

本
件
請
求
と
双
方
の
主
張

　

Ｘ
ら
は
、
Ａ
は
Ｙ
保
険
会
社
に
対
し
て
告
知
を
行
う
と
と
も
に
第

一
回
保
険
料
に
相
当
す
る
金
額
を
支
払
っ
て
お
り
、
ま
た
、
事
故
に

よ
っ
て
死
亡
す
る
以
前
は
本
件
保
険
契
約
の
被
保
険
者
と
な
り
得
る

の
に
適
当
な
性
質
な
い
し
状
態
を
有
し
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
Ｙ

保
険
会
社
は
、
信
義
則
上
、
本
件
保
険
契
約
を
承
諾
す
る
義
務
が
あ

る
と
主
張
し
、
Ｙ
保
険
会
社
に
対
し
、
同
契
約
の
成
立
に
よ
っ
て
Ｘ

ら
が
そ
れ
ぞ
れ
受
け
取
る
べ
き
金
額
で
あ
る
一
〇
二
四
万
〇
八
〇
〇

円
お
よ
び
訴
状
送
達
日
の
翌
日
か
ら
支
払
済
み
ま
で
民
法
所
定
の
割

合
に
よ
る
遅
延
損
害
金
を
請
求
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
Ｙ
保
険
会
社
は
、
Ａ
は
事
故
に
よ
っ
て
死
亡
す
る

以
前
は
本
件
保
険
契
約
の
被
保
険
者
と
な
り
得
る
の
に
適
当
な
性
質

な
い
し
状
態
を
有
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
信
義
則
上
、
本

件
保
険
契
約
を
承
諾
す
る
義
務
は
な
い
と
主
張
し
た
。

　

⑷　

本
件
の
争
点

　

Ａ
の
本
件
保
険
契
約
へ
の
申
込
み
に
対
す
る
Ｙ
保
険
会
社
の
承
諾

義
務
の
有
無
。
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〔
判　

旨
〕　

請
求
棄
却
〔
確
定
〕

　

⑴　
「
本
件
保
険
契
約
に
は
責
任
遡
及
条
項
が
含
ま
れ
て
い
る
こ

と
に
加
え
、
被
告
作
成
の
重
要
事
項
説
明
書
に
は
前
記
の
と
お
り
の

記
載
が
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
照
ら
せ
ば
、
か
か
る
記
載
の
条
件
が
満

た
さ
れ
た
場
合
、
す
な
わ
ち
、
①
被
保
険
者
が
死
亡
し
て
い
な
か
っ

た
な
ら
ば
保
険
契
約
の
申
込
み
を
承
諾
し
た
で
あ
ろ
う
と
認
め
ら
れ

る
こ
と
、
②
被
告
が
被
保
険
者
の
死
亡
時
ま
で
に
同
人
の
健
康
状
態

等
の
重
要
事
項
に
関
す
る
告
知
を
受
け
た
こ
と
、
③
被
告
が
被
保
険

者
の
死
亡
時
ま
で
に
保
険
契
約
申
込
者
か
ら
第
一
回
保
険
料
相
当
額

を
受
領
し
て
い
る
こ
と
の
三
つ
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
場
合
に
は
、

保
険
契
約
申
込
者
は
、
被
告
が
保
険
契
約
の
申
込
み
を
承
諾
し
た
上

で
、
責
任
遡
及
条
項
の
規
定
に
し
た
が
っ
て
被
告
が
保
険
契
約
上
の

義
務
を
負
う
と
の
合
理
的
な
期
待
を
有
す
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。

そ
う
す
る
と
、
前
記
の
各
要
件
を
満
た
す
場
合
に
は
、
被
告
は
、
自

ら
作
成
し
た
重
要
事
項
説
明
書
の
記
載
に
反
し
て
保
険
契
約
の
申
込

み
を
拒
絶
す
る
こ
と
は
信
義
則
上
許
さ
れ
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
り
、

保
険
金
受
取
人
に
対
し
、
被
告
が
保
険
契
約
の
申
込
み
を
承
諾
し
た

場
合
と
同
様
の
義
務
を
負
う
も
の
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。」

　

⑵　

そ
こ
で
、「
本
件
に
お
い
て
前
記
の
各
要
件
を
満
た
す
か
否

か
に
つ
い
て
検
討
す
る
に
」、「
亡
Ａ
に
は
医
師
の
診
査
に
よ
っ
て
尿

蛋
白
の
検
出
や
不
整
脈
が
認
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
亡
Ａ
は
一

般
的
な
被
保
険
者
と
比
べ
て
早
期
に
死
亡
す
る
確
率
が
高
い
と
の
判

断
を
前
提
に
、
か
か
る
事
情
の
認
め
ら
れ
な
い
被
保
険
者
に
比
べ
て

保
険
料
を
引
き
上
げ
る
な
ど
の
付
加
的
な
条
件
を
付
す
る
こ
と
は
、

保
険
料
を
支
払
う
こ
と
に
よ
っ
て
被
保
険
者
の
生
存
又
は
死
亡
と
い

う
偶
然
の
事
実
が
発
生
し
た
場
合
に
約
定
の
保
険
給
付
を
受
け
る
と

い
う
生
命
保
険
契
約
の
性
質
に
照
ら
し
、
合
理
的
な
も
の
と
い
う
べ

き
で
あ
る
。」

　

⑶　
「
原
告
ら
は
、
亡
Ａ
の
告
知
に
応
じ
た
被
告
の
対
応
と
し
て
、

本
件
特
別
条
件
を
付
す
る
方
法
以
外
に
も
保
険
金
の
削
減
支
払
等
に

よ
っ
て
対
応
す
る
こ
と
も
あ
り
得
た
旨
主
張
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

前
記
の
と
お
り
、
本
件
特
別
条
件
は
被
告
の
内
部
基
準
に
沿
っ
て
決

定
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
恣
意
的
に
定
め
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
。

よ
っ
て
、
亡
Ａ
の
申
込
み
に
対
し
て
付
し
た
条
件
の
内
容
に
つ
い
て

も
、
不
合
理
な
点
は
み
ら
れ
な
い
。」

　

⑷　
「
そ
う
す
る
と
、
被
告
が
亡
Ａ
の
本
件
保
険
契
約
の
申
込
み

に
対
し
て
、
自
ら
の
内
部
基
準
に
沿
っ
て
本
件
特
別
条
件
を
付
し
た

上
で
承
諾
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
判
断
し
た
こ
と
は
不
合
理
と
は
い

え
ず
、
本
件
に
お
い
て
は
、
被
告
が
被
保
険
者
で
あ
る
亡
Ａ
が
死
亡

し
て
い
な
か
っ
た
な
ら
ば
本
件
保
険
契
約
の
申
込
み
を
承
諾
し
た
で

あ
ろ
う
と
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

⑸　
「
し
た
が
っ
て
、
本
件
に
お
い
て
は
、
前
記
①
の
要
件
を
満
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た
さ
な
い
の
で
、
被
告
が
本
件
保
険
契
約
の
申
込
み
を
拒
絶
す
る
こ

と
が
信
義
則
上
許
さ
れ
な
い
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。」

〔
研　

究
〕　

本
判
決
の
結
論
に
反
対
す
る
。

１　

は
じ
め
に

　

⑴　

約
款
上
の
二
つ
の
条
項

　

生
命
保
険
契
約
は
諾
成
・
不
要
式
の
契
約
で
あ
る
と
解
さ
れ
る

（
大
森
忠
夫
「
生
命
保
険
契
約
に
お
け
る
『
遡
及
条
項
』
に
つ
い
て
」

『
続
／
保
険
契
約
の
法
的
構
造
』
有
斐
閣
〔
一
九
五
六
年
〕
一
七
七

頁
等
）。
保
険
契
約
者
に
な
る
者
（
以
下
、
単
に
「
保
険
契
約
者
」

と
い
う
。）
の
申
込
み
に
対
し
て
、
保
険
者
に
な
る
者
（
以
下
、
単

に
「
保
険
者
」
ま
た
は
「
保
険
会
社
」
と
い
う
。）
が
承
諾
を
し
て

意
思
表
示
が
合
致
す
れ
ば
契
約
は
成
立
す
る
。
本
来
は
、
保
険
者
の

危
険
負
担
と
い
う
責
任
は
、
特
別
な
事
情
が
な
い
限
り
、
契
約
の
成

立
と
同
時
に
開
始
す
る
の
で
、
保
険
事
故
（
被
保
険
者
の
死
亡
な

ど
）
が
発
生
す
れ
ば
、
保
険
料
の
支
払
が
な
く
て
も
、
保
険
者
は
保

険
金
の
支
払
義
務
を
負
う
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
生
命
保
険
の
普

通
保
険
約
款
は
、
保
険
者
の
危
険
負
担
が
開
始
す
る
時
期
に
関
し
て
、

契
約
の
成
立
と
は
別
に
次
の
二
つ
の
規
定
を
置
い
て
い
る
の
が
通
常

で
あ
る
。
①
保
険
会
社
が
保
険
契
約
の
申
込
み
を
承
諾
し
た
後
に
第

一
回
保
険
料
を
受
け
取
っ
た
場
合
は
、
第
一
回
保
険
料
を
受
け
取
っ

た
時
か
ら
、
②
保
険
会
社
が
第
一
回
保
険
料
相
当
額
を
受
け
取
っ
た

後
に
保
険
契
約
の
申
込
み
を
承
諾
し
た
場
合
は
、
第
一
回
保
険
料
相

当
額
を
受
け
取
っ
た
時
（
告
知
が
こ
れ
よ
り
後
で
あ
る
と
き
は
告
知

の
時
）
か
ら
、
保
険
契
約
上
の
責
任
を
負
う
。
①
の
規
定
は
「
責
任

開
始
条
項
」、
②
の
規
定
は
「
責
任
遡
及
条
項
」
と
呼
ば
れ
る
。

　

責
任
遡
及
条
項
は
、
保
険
者
の
責
任
開
始
を
保
険
者
の
承
諾
に
よ

る
保
険
契
約
成
立
の
時
よ
り
前
に
遡
ら
せ
る
も
の
で
あ
り
、
遡
及
保

険
の
一
種
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
（
大
森
・
前
掲
書
一
七
七
頁
、

中
西
正
明
「
生
命
保
険
契
約
に
基
づ
く
保
険
者
の
責
任
の
開
始
」
所

報
四
七
号
〔
一
九
七
九
年
〕
六
六
頁
、
山
下
友
信
『
保
険
法
』
有
斐

閣
〔
二
〇
〇
五
年
〕
二
一
三
頁
、
萩
本
修
編
著
『
一
問
一
答 

保
険

法
』
商
事
法
務
〔
二
〇
〇
九
年
〕
六
三
頁
注
２
等
）。
責
任
遡
及
条

項
が
適
用
さ
れ
る
場
合
で
も
、
保
険
契
約
が
成
立
す
る
の
は
承
諾
の

時
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
保
険
者
が
承
諾
し
な
い
限
り
、
責
任
は

遡
及
的
に
開
始
し
な
い
こ
と
と
な
る
。

　

責
任
開
始
条
項
の
歴
史
は
非
常
に
古
く
、
明
治
三
四
年
頃
か
ら
存

在
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
責
任
遡
及
条
項
が
約
款
に
登
場
す
る

の
は
昭
和
二
〇
年
代
の
後
半
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
生
命
保
険
各

社
が
責
任
遡
及
条
項
を
導
入
し
た
の
は
昭
和
三
一
年
四
月
の
約
款
改

正
の
時
で
あ
っ
た
（
中
西
・
前
掲
論
文
三
九
頁
・
四
七
頁
以
下
、
石

井
隆
「
責
任
遡
及
条
項
と
承
諾
前
事
故
の
取
扱
い
」
保
険
学
雑
誌
四
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五
九
号
〔
一
九
七
二
年
〕
八
六
―
八
九
頁
）。

　

⑵　

二
つ
の
条
項
の
趣
旨

　

現
代
の
生
命
保
険
制
度
は
、
保
険
数
理
に
基
づ
い
て
算
出
さ
れ
た

保
険
料
を
加
入
者
か
ら
徴
収
し
積
み
立
て
て
運
用
し
、
保
険
事
故
が

発
生
し
た
場
合
に
確
実
に
保
険
金
を
支
払
う
た
め
に
、「
保
険
料
前

払
い
の
原
則
」
を
前
提
に
経
営
が
行
わ
れ
て
い
る
。
責
任
開
始
条
項

の
趣
旨
は
、
生
命
保
険
制
度
の
健
全
性
の
維
持
の
観
点
か
ら
、
そ
の

「
保
険
料
前
払
い
の
原
則
」
の
確
保
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る

（
大
森
・
前
掲
書
一
七
七
頁
、
中
西
・
前
掲
論
文
五
七
頁
等
）。

　

一
方
、
責
任
遡
及
条
項
の
趣
旨
は
、
第
一
回
保
険
料
相
当
額
の
事

前
徴
収
の
円
滑
化
を
図
る
と
い
う
保
険
者
側
の
要
請
と
、
第
一
回
保

険
料
相
当
額
を
支
払
っ
た
時
点
か
ら
保
険
保
護
を
受
け
ら
れ
る
と
い

う
保
険
契
約
者
側
の
事
実
上
の
期
待
と
い
っ
た
二
つ
の
利
害
関
係
を

調
整
す
る
こ
と
、
お
よ
び
保
険
契
約
者
が
申
込
み
を
し
て
か
ら
保
険

者
の
承
諾
に
よ
り
契
約
が
成
立
す
る
ま
で
の
時
間
的
間
隔
が
生
じ
る

こ
と
に
対
す
る
危
険
負
担
の
考
慮
に
あ
る
も
の
と
説
明
さ
れ
て
い
る

（
中
西
・
前
掲
論
文
六
四
頁
以
下
、
石
井
・
前
掲
論
文
九
七
頁
以
下

等
）。

　

⑶　

保
険
実
務

　

現
在
の
生
命
保
険
実
務
上
で
は
、
保
険
契
約
の
申
込
み
が
承
諾

（
通
常
、
保
険
証
券
を
送
付
し
て
承
諾
通
知
に
代
え
て
い
る
。）
さ
れ

た
後
に
第
一
回
保
険
料
の
払
込
み
が
な
さ
れ
る
ケ
ー
ス
は
稀
で
あ
る
。

ほ
と
ん
ど
の
ケ
ー
ス
は
、
申
込
み
と
同
時
に
第
一
回
保
険
料
相
当
額

（「
第
一
回
保
険
料
充
当
金
」
と
も
呼
ば
れ
る
。）
の
支
払
が
な
さ
れ
、

契
約
成
立
後
、
改
め
て
正
式
の
第
一
回
保
険
料
に
充
当
さ
れ
る
。
不

承
諾
に
な
っ
た
と
き
に
は
保
険
契
約
は
成
立
せ
ず
、
そ
の
支
払
わ
れ

た
第
一
回
保
険
料
相
当
額
は
申
込
者
に
返
還
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、

保
険
者
の
責
任
開
始
に
関
し
て
は
、
責
任
開
始
条
項
は
、
今
日
も
は

や
重
要
性
が
な
さ
そ
う
で
あ
る
が
、
一
方
、
責
任
遡
及
条
項
は
適
用

さ
れ
る
場
合
が
大
多
数
で
あ
る
た
め
重
要
な
意
味
を
も
っ
て
い
る

（
同
旨
、
中
西
・
前
掲
論
文
六
四
頁
以
下
）。

　

⑷　

研
究
意
義

　

責
任
遡
及
条
項
を
め
ぐ
っ
て
特
に
問
題
と
な
る
の
は
、
保
険
者
が

保
険
契
約
者
の
申
込
み
に
対
し
て
承
諾
す
る
前
に
、
被
保
険
者
と
な

る
べ
き
者
（
以
下
、
単
に
「
被
保
険
者
」
と
い
う
。）
が
死
亡
し

（
こ
れ
は
「
承
諾
前
死
亡
」
と
呼
ば
れ
る
。）、
こ
の
死
亡
の
事
実
を

知
っ
た
保
険
者
が
申
込
み
を
承
諾
し
な
い
場
合
で
あ
る
。
本
件
は
、

保
険
契
約
者
兼
被
保
険
者
が
、
保
険
会
社
に
対
し
て
責
任
遡
及
条
項

の
付
さ
れ
た
生
命
保
険
契
約
を
申
込
み
、
診
査
扱
い
に
よ
る
告
知
を

行
う
と
と
も
に
第
一
回
保
険
料
相
当
額
を
支
払
っ
た
が
、
承
諾
が
な

さ
れ
る
前
に
死
亡
し
、
そ
の
結
果
、
保
険
会
社
が
申
込
み
を
承
諾
し

な
か
っ
た
事
案
で
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
承
諾
前
死
亡
の
一
事
例
で
あ
る
。
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本
件
は
、
保
険
会
社
が
特
別
条
件
で
引
き
受
け
る
こ
と
を
内
部
的
に

決
定
し
た
後
に
被
保
険
者
の
死
亡
事
実
を
知
り
、
申
込
み
の
承
諾
を

拒
否
し
た
と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ
る
（
先
行
研
究
と
し
て
溝
渕
彰
「
判

批
」
文
研
保
険
事
例
研
究
会
レ
ポ
ー
ト
（
以
下
「
文
研
レ
ポ
」）
二

八
五
号
〔
二
〇
一
五
年
〕
一
三
頁
あ
り
、
判
旨
の
結
論
に
賛
成
）。

　

通
常
の
承
諾
前
死
亡
の
場
合
に
つ
い
て
は
、
最
近
被
保
険
者
が
責

任
開
始
時
期
に
保
険
適
格
性
を
有
し
た
と
き
は
、
保
険
者
は
申
込
み

に
対
す
る
承
諾
義
務
が
あ
る
と
い
う
見
解
が
学
説
・
判
例
に
お
い
て

定
着
し
て
い
る
。
し
か
し
、
特
別
条
件
決
定
後
の
承
諾
前
死
亡
の
場

合
、
保
険
者
の
特
別
条
件
付
に
よ
る
承
諾
義
務
が
あ
る
か
に
つ
い
て

は
、
後
述
の
よ
う
に
学
説
上
、
見
解
の
対
立
が
み
ら
れ
、
裁
判
例
の

判
旨
も
そ
れ
に
関
す
る
示
唆
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
。
そ
の

う
え
、
本
件
保
険
契
約
は
、
保
険
法
施
行
日
以
降
に
申
し
込
ま
れ
た

も
の
で
、
責
任
遡
及
条
項
と
改
正
さ
れ
た
保
険
法
上
に
お
け
る
生
命

保
険
契
約
と
傷
害
疾
病
定
額
契
約
に
関
す
る
遡
及
保
険
（
保
険
法
三

九
条
・
六
八
条
）
と
の
関
係
は
ど
う
変
わ
る
か
に
つ
い
て
も
注
目
さ

れ
る
裁
判
例
で
あ
る
。

２　
（
通
常
の
）
承
諾
前
死
亡
に
お
け
る
保
険
者
の
承
諾
義
務
を
め

ぐ
る
学
説

　

責
任
遡
及
条
項
に
お
い
て
は
、
承
諾
前
死
亡
の
場
合
に
保
険
者
が

承
諾
義
務
を
負
う
か
否
か
に
つ
い
て
明
確
に
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ

に
関
し
て
こ
れ
ま
で
様
々
な
見
解
が
主
張
さ
れ
て
き
た
が
、
承
諾
義

務
否
定
説
、
承
諾
義
務
肯
定
説
、
解
除
条
件
付
即
時
契
約
成
立
説
の

三
説
に
大
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

⑴　

承
諾
義
務
否
定
説

　

か
つ
て
は
保
険
者
の
承
諾
義
務
を
否
定
す
る
見
解
が
あ
っ
た
（
大

森
・
前
掲
書
一
八
三
頁
、
奥
田
宏
「
承
諾
前
死
亡
に
つ
い
て
」
保
険

学
雑
誌
四
三
六
号
〔
一
九
六
七
年
〕
六
一
頁
以
下
、
中
村
敏
夫
『
生

命
保
険
契
約
法
の
理
論
と
実
務
』
保
険
毎
日
新
聞
社
〔
一
九
九
七

年
〕
五
〇
二
頁
等
）。
承
諾
義
務
否
定
説
は
、
責
任
遡
及
条
項
の
有

名
無
実
化
と
い
う
実
効
性
の
問
題
は
認
め
つ
つ
も
、
保
険
制
度
の
本

質
的
要
請
で
あ
る
危
険
選
択
の
見
地
か
ら
申
込
み
に
対
し
て
承
諾
す

る
か
否
か
は
、
あ
く
ま
で
も
保
険
者
の
自
由
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
責

任
遡
及
条
項
に
は
保
険
者
の
承
諾
義
務
が
定
め
ら
れ
て
お
ら
ず
、
仮

に
解
釈
上
、
保
険
者
の
承
諾
義
務
あ
り
と
の
結
論
を
導
き
出
し
て
も
、

い
か
な
る
要
件
が
具
備
す
れ
ば
こ
れ
が
認
め
ら
れ
る
か
は
容
易
で
な

い
こ
と
等
を
理
由
と
し
て
い
た
。

　

⑵　

承
諾
義
務
肯
定
説

　

承
諾
義
務
肯
定
説
は
、
現
在
の
通
説
で
あ
る
（
中
西
・
前
掲
論
文

四
七
号
六
四
頁
、
石
田
満
『
商
法
Ⅳ
（
保
険
法
）〔
改
訂
版
〕』
青
林

書
院
〔
一
九
九
七
年
〕
二
九
三
頁
、
江
頭
憲
治
郎
『
商
取
引
法
〔
第
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七
版
〕』（
弘
文
堂
・
二
〇
一
三
年
）
四
九
七
頁
、
矢
作
健
太
郎
「
生

命
保
険
契
約
の
成
立
」
塩
崎
勤
＝
山
下
丈
『
新
・
裁
判
実
務
大
系
一

九
保
険
関
係
訴
訟
』
青
林
書
院
〔
二
〇
〇
五
年
〕
二
二
七
頁
、
山
下

友
信
＝
竹
濱
修
＝
洲
崎
博
史
＝
山
本
哲
生
『
保
険
法
（
第
三
版
補
訂

版
）』
有
斐
閣
〔
二
〇
一
五
年
〕
二
五
三
頁
以
下
［
竹
濱
修
］
等
〕。

そ
の
理
由
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
責
任
遡
及
条
項
の
下
に
お
け
る

承
諾
前
死
亡
が
生
じ
た
場
合
に
お
い
て
、
合
理
的
理
由
が
な
い
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
被
保
険
者
の
死
亡
の
事
実
を
知
っ
た
保
険
者
に
何
も

の
に
も
拘
束
さ
れ
な
い
承
諾
拒
絶
の
自
由
を
認
め
る
と
、
事
実
上
、

保
険
者
が
申
込
み
を
承
諾
す
る
の
は
被
保
険
者
死
亡
を
知
ら
な
か
っ

た
場
合
に
限
ら
れ
る
。
そ
う
す
る
と
、
実
質
的
に
責
任
遡
及
条
項
の

意
味
を
ほ
と
ん
ど
失
わ
せ
、
責
任
遡
及
条
項
の
機
能
が
損
な
わ
れ
る

こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。
承
諾
義
務
肯
定
説
も
「
危
険
選
択
」
を
否

定
す
る
も
の
で
は
な
く
、
被
保
険
者
が
「
保
険
適
格
性
」（
後
述
参

照
）
を
有
し
て
い
た
こ
と
を
要
件
と
す
る
。
承
諾
義
務
肯
定
説
の
根

拠
と
し
て
は
信
義
則
に
基
づ
く
も
の
が
多
い
が
、
承
諾
の
拒
絶
が
で

き
な
い
と
い
う
契
約
法
の
一
般
原
則
か
ら
は
導
か
れ
な
い
強
い
効
果

を
信
義
則
に
よ
り
認
め
る
こ
と
は
妥
当
と
は
言
え
な
い
こ
と
か
ら
、

端
的
に
責
任
遡
及
条
項
に
よ
り
、
承
諾
前
死
亡
の
場
合
に
関
す
る
限

り
、
保
険
者
は
承
諾
の
自
由
を
放
棄
し
た
と
す
る
見
解
も
あ
る
（
山

下
・
前
掲
書
二
一
六
頁
）。

　

⑶　

解
除
条
件
付
即
時
契
約
成
立
説

　

解
除
条
件
付
即
時
契
約
成
立
説
は
、
保
険
者
の
承
諾
義
務
を
否
定

し
つ
つ
、
承
諾
義
務
肯
定
説
と
同
様
の
結
果
を
も
た
ら
す
た
め
に
、

被
保
険
者
が
保
険
適
格
体
を
有
し
て
い
な
い
こ
と
を
保
険
者
が
確
認

す
る
こ
と
を
解
除
条
件
と
し
て
生
命
保
険
契
約
の
成
立
を
認
め
る
見

解
で
あ
っ
た
（
吉
田
明
「
承
諾
前
死
亡
の
問
題
点
」
生
保
経
営
四
四

巻
一
号
〔
一
九
七
六
年
〕
三
七
頁
以
下
、
倉
澤
康
一
郎
「
承
諾
前
死

亡
と
契
約
の
成
否
」
生
保
経
営
四
四
巻
三
号
〔
一
九
七
六
年
〕
二
一

頁
等
）。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
申
込
み
と
と
も
に
保
険
者
が
第
一
回
保

険
料
相
当
額
を
受
領
し
た
時
（
ま
た
は
被
保
険
者
診
査
の
時
）
に
お

い
て
契
約
は
即
時
に
成
立
す
る
も
の
に
な
る
。
し
か
し
、
営
業
職
員

に
締
約
代
理
権
を
認
め
て
い
る
点
な
ど
に
つ
い
て
批
判
さ
れ
、
現
在

そ
の
よ
う
な
見
解
を
主
張
し
て
い
る
学
説
は
み
ら
れ
な
い
（
潘
阿

憲
・
文
研
レ
ポ
二
四
七
号
〔
二
〇
一
〇
年
〕
四
頁
）。

３　

承
諾
前
死
亡
を
め
ぐ
る
保
険
金
請
求
事
件
に
関
す
る
裁
判
例

　

こ
れ
ま
で
承
諾
前
死
亡
を
め
ぐ
る
保
険
金
請
求
事
案
に
関
す
る
最

高
裁
判
決
は
な
い
が
、
以
下
に
お
い
て
責
任
遡
及
条
項
導
入
後
の
裁

判
例
を
整
理
す
る
。

　

⑴　

保
険
者
の
信
義
則
上
の
承
諾
義
務
に
触
れ
ず
、
単
に
保
険
者

か
ら
承
諾
が
な
さ
れ
た
事
実
は
な
い
こ
と
を
捉
え
て
契
約
の
成
立
を
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否
定
し
た
も
の
と
し
て
、
大
阪
地
判
昭
和
五
〇
年
五
月
二
八
日
生
保

判
例
集
二
巻
一
一
六
頁
、
福
井
地
判
昭
和
五
四
年
二
月
一
日
生
保
判

例
集
二
巻
二
二
三
頁
、
東
京
地
判
昭
和
五
四
年
六
月
一
二
日
生
保
判

例
集
二
巻
二
四
〇
頁
、
東
京
地
判
昭
和
六
〇
年
六
月
二
八
日
生
保
判

例
集
四
巻
二
二
六
頁
、
東
京
地
判
昭
和
六
二
年
五
月
二
五
日
生
保
判

例
集
五
巻
六
五
頁
・
判
例
時
報
一
二
七
四
号
一
二
九
頁
、
札
幌
地
判

平
成
二
年
三
月
二
九
日
生
保
判
例
集
六
巻
一
八
九
頁
、
水
戸
地
判
平

成
三
年
一
一
月
七
日
生
保
判
例
集
六
巻
四
二
四
頁
が
あ
る
。

　

⑵　

契
約
自
由
の
原
則
を
強
調
し
、
保
険
者
は
契
約
の
申
込
み
を

承
諾
す
る
か
否
か
に
つ
い
て
の
自
由
を
有
し
、
こ
れ
を
制
限
す
る
実

定
法
は
存
在
し
な
い
こ
と
な
ど
を
理
由
に
保
険
者
の
信
義
則
上
の
承

諾
義
務
を
否
定
し
た
も
の
と
し
て
、
盛
岡
地
判
平
成
四
年
九
月
二
八

日
生
保
判
例
集
七
巻
一
五
八
頁
、
東
京
地
判
平
成
一
三
年
八
月
三
一

日
生
判
一
三
巻
六
八
八
頁
が
あ
る
。

　

⑶　

一
応
保
険
者
の
信
義
則
上
の
承
諾
義
務
を
肯
定
す
る
も
、
個

別
事
案
の
結
論
に
お
い
て
、
被
保
険
者
が
承
諾
前
に
死
亡
し
た
こ
と

を
奇
貨
と
し
て
保
険
契
約
の
申
込
み
を
承
諾
し
な
い
事
実
は
な
い
、

あ
る
い
は
何
ら
か
の
承
諾
を
拒
絶
す
べ
き
合
理
的
な
理
由
が
存
在
す

る
事
実
が
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
契
約
の
成
立
を
認
め
な
い
も
の
と

し
て
、
東
京
地
判
昭
和
五
四
年
九
月
二
六
日
生
保
判
例
集
二
巻
二
四

五
頁
・
判
タ
四
〇
三
号
一
三
三
頁
、
札
幌
地
判
昭
和
五
六
年
三
月
三

一
日
生
保
判
例
集
三
巻
二
四
頁
・
判
タ
四
四
三
号
一
四
六
頁
、
東
京

地
判
昭
和
六
一
年
一
〇
月
三
〇
日
生
保
判
例
集
四
巻
四
一
五
頁
、
青

森
地
判
十
和
田
支
部
平
成
二
年
八
月
九
日
生
保
判
例
集
六
巻
二
一
四

頁
、
新
潟
地
判
平
成
七
年
六
月
五
日
生
保
判
例
集
八
巻
一
五
二
頁
、

大
阪
地
判
平
成
七
年
一
一
月
三
〇
日
生
保
判
例
集
八
巻
三
一
〇
頁
、

東
京
高
判
平
成
九
年
一
〇
月
一
六
日
生
保
判
例
集
九
巻
四
三
六
頁
、

（
原
審
）
東
京
地
判
成
八
年
一
二
月
一
九
日
生
保
判
例
集
八
巻
七
一

八
頁
が
あ
る
。

　

⑷　

被
保
険
者
が
保
険
適
格
性
を
有
す
る
場
合
に
、
明
確
に
保
険

者
の
承
諾
義
務
な
い
し
信
義
則
上
の
承
諾
義
務
を
認
め
た
も
の
の
、

被
保
険
者
に
保
険
適
格
性
該
当
事
実
が
な
い
こ
と
な
ど
、
承
諾
を
拒

絶
す
べ
き
合
理
的
な
理
由
が
あ
っ
た
こ
と
を
根
拠
に
保
険
契
約
の
成

立
を
否
定
す
る
も
の
と
し
て
、
東
京
地
判
平
成
二
年
六
月
一
日
金
融

商
事
判
例
八
七
五
号
二
六
頁
、
東
京
高
判
平
成
三
年
四
月
二
二
日
生

保
判
例
集
六
巻
三
四
五
頁
、（
原
審
）
東
京
地
判
平
成
二
年
六
月
一

八
日
生
保
判
例
集
六
巻
二
〇
七
頁
・
金
判
八
七
五
号
二
六
頁
、
東
京

高
判
平
成
七
年
一
一
月
二
九
日
生
保
判
例
集
八
巻
三
〇
三
頁
、
名
古

屋
地
判
平
成
九
年
一
月
二
三
日
生
保
判
例
集
九
巻
二
四
頁
、
東
京
高

判
平
成
二
二
年
六
月
三
〇
日
判
例
集
等
未
登
載
、（
原
審
）
東
京
地

判
平
成
二
一
年
七
月
二
九
日
Ｌ
Ｌ
Ｉ
／
Ｄ
Ｂ
判
例
秘
書
登
載
が
あ
る
。

　

以
上
の
整
理
で
分
か
る
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
判
例
集
な
ど
で
公
表
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さ
れ
て
い
る
も
の
を
み
る
限
り
、
承
諾
前
死
亡
の
事
案
に
つ
い
て
保

険
金
請
求
を
認
め
た
判
決
は
一
例
も
な
い
。

４　

保
険
適
格
性

　

⑴　

保
険
適
格
性
の
定
義
と
そ
の
判
断
基
準
時

　

保
険
適
格
性
と
は
、「
申
込
に
か
か
る
保
険
契
約
の
被
保
険
者
と

な
り
う
る
の
に
適
当
な
性
質
・
状
態
」
を
い
い
、
そ
の
保
険
適
格
性

を
有
す
る
被
保
険
者
は
、「
保
険
適
格
体
」
ま
た
は
「
保
険
可
能
体
」

で
あ
る
と
解
さ
れ
る
（
中
西
・
前
掲
論
文
九
四
頁
）。
生
命
保
険
契

約
は
通
常
隔
地
者
間
の
契
約
で
あ
り
、
保
険
契
約
者
の
申
込
み
か
ら

保
険
者
の
承
諾
ま
で
に
時
間
を
要
す
る
。
そ
の
時
間
的
な
間
隔
に
お

い
て
被
保
険
者
の
健
康
状
態
に
変
化
が
生
じ
る
こ
と
が
あ
り
う
る
。

た
と
え
ば
、
保
険
契
約
の
申
込
み
の
当
時
は
健
康
で
保
険
適
格
性
を

有
し
た
が
、
そ
の
後
発
病
し
て
保
険
適
格
性
を
失
い
、
そ
の
病
気
が

原
因
で
死
亡
し
た
。
こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
保
険
適
格
性
の
有
無

を
ど
の
時
点
を
基
準
と
し
て
判
断
す
る
か
に
よ
っ
て
結
論
が
異
な
る
。

そ
の
判
断
の
基
準
時
は
、
学
説
・
裁
判
例
に
お
い
て
は
、
責
任
開
始

時
が
一
般
的
で
あ
る
（
大
森
・
前
掲
書
一
八
三
頁
、
中
西
・
前
掲
論

文
九
四
頁
、
山
下
・
前
掲
書
二
一
六
頁
等
、
江
頭
・
前
掲
書
四
九
七

頁
、
前
掲
・
札
幌
地
判
昭
和
五
六
年
三
月
三
一
日
、
東
京
高
判
平
成

三
年
四
月
二
二
日
等
）。

　

⑵　

保
険
適
格
性
有
無
の
判
断
基
準
と
判
断
材
料

　

被
保
険
者
の
保
険
適
格
性
の
有
無
を
判
断
す
る
基
準
に
つ
い
て
、

学
説
・
裁
判
例
と
も
、
各
保
険
者
が
平
常
準
拠
し
て
い
る
客
観
的
引

受
基
準
に
よ
っ
て
判
断
し
て
よ
い
と
解
し
て
い
る
（
中
西
・
前
掲
論

文
九
五
頁
、
山
下
・
前
掲
書
二
一
七
頁
等
、
前
掲
・
東
京
地
判
昭
和

五
四
年
九
月
二
六
日
、
東
京
地
判
昭
和
六
二
年
五
月
二
五
日
、
東
京

高
判
平
成
三
年
四
月
二
二
日
等
）。
ま
た
、
保
険
適
格
性
の
有
無
の

判
断
材
料
に
つ
い
て
は
、
か
つ
て
は
、
被
保
険
者
の
身
体
的
状
況
の

み
で
あ
る
と
す
る
見
解
が
あ
っ
た
が
（
中
西
・
前
掲
書
九
六
頁
。
た

だ
し
、
後
に
こ
の
立
場
を
改
め
た
。
同
「
判
批
」
商
法
判
例
百
選

〔
第
二
版
〕
八
五
一
頁
、
石
井
・
前
掲
論
文
一
一
七
頁
等
）、
最
近
の

通
説
・
裁
判
例
と
も
、
被
保
険
者
の
身
体
的
状
況
の
み
な
ら
ず
、
道

徳
的
危
険
に
関
す
る
状
況
も
含
ま
れ
る
。
な
お
、
保
険
適
格
性
の
有

無
の
判
断
材
料
は
、
保
険
者
が
そ
の
責
任
開
始
時
期
ま
で
に
入
手
し

て
い
た
も
の
に
限
ら
ず
、
事
後
的
な
調
査
に
よ
る
も
の
も
含
め
て
も

よ
い
と
解
さ
れ
る
（
山
下
・
前
掲
書
二
一
六
頁
、
前
掲
・
東
京
高
判

平
成
三
年
四
月
二
二
日
、
名
古
屋
地
判
平
成
九
年
一
月
二
三
日
、
新

潟
地
判
平
成
七
年
六
月
五
日
、
東
京
高
判
平
成
七
年
一
一
月
二
九
日

等
）。

　

⑶　

立
証
責
任

　

保
険
適
格
性
有
無
の
立
証
責
任
が
い
ず
れ
側
に
あ
る
の
か
に
つ
い
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て
、
学
説
上
に
お
い
て
は
、
承
諾
義
務
の
存
在
を
主
張
す
る
請
求
者

側
に
あ
る
と
の
見
解
（
矢
作
・
前
掲
論
文
二
三
〇
頁
等
）
と
、
引
受

基
準
が
公
表
さ
れ
て
い
る
も
の
で
は
な
く
保
険
者
し
か
知
り
得
な
い

と
い
う
理
由
で
保
険
者
側
に
あ
る
と
の
見
解
（
中
西
・
前
掲
論
文
九

六
頁
以
下
、
山
下
・
前
掲
書
二
一
七
頁
等
）
が
分
か
れ
て
い
る
が
、

裁
判
例
に
お
い
て
は
、
契
約
成
立
を
主
張
す
る
側
に
あ
る
も
の
と
判

示
さ
れ
て
い
る
（
前
掲
・
新
潟
地
判
平
成
七
年
六
月
五
日
、
名
古
屋

地
判
平
成
九
年
一
月
二
三
日
、
大
阪
地
判
平
成
七
年
一
一
月
三
〇

日
）。
も
っ
と
も
、
裁
判
所
が
訴
訟
指
揮
を
し
て
、
立
証
責
任
を
保

険
契
約
者
側
に
課
す
る
一
方
、
保
険
者
側
に
被
保
険
者
の
身
体
的
危

険
等
が
内
部
の
引
受
基
準
を
満
た
し
て
い
な
い
こ
と
の
反
証
を
促
す

こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
立
証
責
任
の
公
平
な
分
配
を
図
る
た
め
に
訴

訟
の
過
程
に
お
い
て
、
立
証
責
任
の
所
在
が
常
に
変
動
し
て
い
る
の

が
現
状
で
あ
る
。

５　

特
別
条
件
決
定
後
の
承
諾
前
死
亡
に
お
け
る
保
険
者
の
変
更
承

諾
の
義
務

　

⑴　

総
説

　

保
険
者
は
保
険
契
約
申
込
引
受
の
諾
否
に
つ
い
て
、
査
定
の
う
え

決
定
す
る
。
そ
の
査
定
・
決
定
の
種
類
は
①
無
条
件
決
定
、
②
特
別

条
件
付
決
定
、
③
謝
絶
に
大
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
特
別
条
件
に

は
、
危
険
の
種
類
や
程
度
に
よ
り
、
特
別
保
険
料
徴
収
法
、
保
険
金

削
減
支
払
法
、
特
定
部
位
不
担
保
法
等
が
あ
る
。
保
険
者
は
被
保
険

者
の
身
体
状
態
に
よ
り
、
当
初
の
申
込
内
容
ど
お
り
に
引
き
受
け
る

こ
と
は
で
き
な
い
が
、
契
約
者
間
の
保
険
料
負
担
の
公
平
性
を
保
つ

た
め
に
保
険
契
約
者
が
特
別
条
件
を
受
け
入
れ
れ
ば
、
保
険
契
約
は

有
効
に
成
立
す
る
。

　

特
別
条
件
付
の
保
険
契
約
の
法
律
関
係
に
つ
い
て
、
特
別
条
件
を

付
し
た
承
諾
は
、
申
込
み
に
変
更
を
加
え
た
承
諾
に
該
当
す
る
か
ら
、

保
険
者
が
当
初
の
保
険
契
約
者
の
申
込
み
を
拒
絶
す
る
と
と
も
に
新

た
な
申
込
み
を
行
っ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
（
民
法
五
二
八
条
）。

こ
の
場
合
を
変
更
承
諾
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。
保
険
者
か
ら
の
新
た

な
申
込
み
と
な
る
の
で
、
保
険
契
約
者
が
こ
れ
に
対
し
て
改
め
て
承

諾
を
行
わ
な
い
限
り
、
当
該
契
約
は
成
立
し
な
い
。
保
険
実
務
で
は
、

査
定
の
結
果
、
特
別
条
件
付
決
定
後
、
保
険
会
社
が
定
め
た
『
特
別

条
件
付
加
承
諾
書
』、『
特
別
条
件
付
契
約
の
し
お
り
』（
会
社
に
よ

り
呼
称
が
異
な
る
）
等
を
保
険
契
約
者
お
よ
び
被
保
険
者
に
手
交
し

て
説
明
し
、
保
険
契
約
者
側
は
そ
れ
を
納
得
す
る
場
合
、『
特
別
条

件
付
加
承
諾
書
』
に
署
名
・
押
印
す
る
こ
と
に
よ
り
承
諾
を
行
う
。

　

保
険
者
の
変
更
承
諾
に
対
し
て
保
険
契
約
者
が
承
諾
し
た
後
に
被

保
険
者
が
死
亡
し
た
場
合
は
、
通
常
問
題
と
は
な
ら
な
い
が
、
問
題

は
保
険
者
が
特
別
条
件
決
定
後
、
保
険
契
約
者
に
変
更
承
諾
の
意
思
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表
示
を
す
る
前
に
被
保
険
者
が
死
亡
し
、
保
険
者
が
そ
の
死
亡
を

知
っ
た
場
合
に
、
保
険
者
は
特
別
条
件
の
決
定
を
取
り
消
し
て
保
険

金
の
支
払
を
拒
絶
で
き
る
と
し
て
よ
い
の
か
、
そ
れ
と
も
変
更
承
諾

の
義
務
を
認
め
て
保
険
金
を
支
払
う
べ
き
か
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
る
。

　

⑵　

学
説
の
状
況　

　

特
別
条
件
決
定
後
の
承
諾
前
死
亡
に
お
い
て
、
保
険
者
に
変
更
承

諾
を
行
う
義
務
が
あ
る
か
ど
う
か
と
い
う
問
題
を
め
ぐ
っ
て
、
学
説

上
、
肯
定
的
な
見
解
と
否
定
的
な
見
解
の
対
立
が
み
ら
れ
る
。

　

肯
定
的
な
見
解
の
理
論
構
成
と
し
て
は
、
通
常
の
保
険
者
承
諾
前

死
亡
と
同
様
に
保
険
契
約
者
の
承
諾
は
被
保
険
者
死
亡
後
で
も
可
能

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
保
険
者
が
変
更
を
加
え
た
内
容
の
保
険
給
付
を

す
る
と
い
う
変
更
承
諾
の
意
思
表
示
を
す
れ
ば
、
保
険
契
約
者
は
こ

れ
を
承
諾
し
て
給
付
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
通
常
、

保
険
契
約
者
の
申
込
み
の
意
思
は
、
特
別
条
件
が
付
さ
れ
た
と
し
て

も
、
拠
出
よ
り
も
給
付
が
大
き
い
こ
と
は
当
然
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

そ
の
よ
う
な
条
件
付
の
承
諾
で
も
受
け
入
れ
る
と
い
う
、
い
わ
ば
包

括
的
な
申
込
み
で
あ
る
と
解
さ
れ
る
（
甘
利
公
人
「
コ
メ
ン
ト
」
文

研
レ
ポ
二
四
七
号
〔
二
〇
一
〇
年
〕
一
一
頁
）。
し
た
が
っ
て
、
保

険
者
が
保
険
を
引
き
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
状
況
に
あ
れ
ば
、
特
別

条
件
決
定
後
の
承
諾
前
死
亡
に
つ
い
て
も
、
通
常
の
承
諾
前
死
亡
と

同
様
に
、
信
義
則
上
、
変
更
承
諾
の
義
務
を
負
う
べ
き
で
あ
る
。
保

険
契
約
者
と
被
保
険
者
が
同
一
人
で
あ
る
自
己
の
た
め
に
す
る
生
命

保
険
契
約
で
あ
っ
て
保
険
契
約
者
が
死
亡
し
て
い
る
場
合
に
は
、
相

続
が
開
始
さ
れ
る
と
、
被
相
続
人
に
属
し
て
い
た
一
切
の
権
利
義
務

が
相
続
人
に
包
括
的
に
承
継
さ
れ
る
（
民
法
八
九
六
条
）
こ
と
に
な

る
か
ら
、
そ
の
相
続
人
が
保
険
者
か
ら
の
変
更
承
諾
の
意
思
表
示
を

承
諾
す
れ
ば
、
変
更
承
諾
に
か
か
る
保
険
契
約
が
成
立
す
る
と
解
さ

れ
る
（
中
西
・
前
掲
論
文
一
〇
一
頁
、
山
下
・
前
掲
書
二
一
七
頁
、

江
頭
・
前
掲
書
四
九
八
頁
注
９
、
山
下
＝
竹
濱
ほ
か
・
前
掲
書
二
五

三
頁
以
下
［
竹
濱
修
］
等
、
山
下
典
孝
「
判
批
」
文
研
レ
ポ
二
五
三

号
〔
二
〇
一
一
年
〕
一
九
頁
、
河
合
圭
一
・「
判
批
」
金
商
一
三
八

六
号
〔
二
〇
一
二
年
〕
五
三
頁
等
）。
筆
者
は
肯
定
的
見
解
を
支
持

す
る
。
理
由
は
後
述
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
対
し
、
否
定
的
見
解
で
は
、
以
下
の
理
由
が
挙
げ
ら
れ
て

い
る
（
潘
・
前
掲
「
判
批
」
九
頁
以
下
、
溝
渕
・
前
掲
「
判
批
」
二

一
頁
）。
①
保
険
者
の
承
諾
義
務
の
根
拠
を
信
義
則
に
求
め
る
こ
と

自
体
に
批
判
的
な
有
力
な
見
解
が
存
在
し
、
保
険
者
が
変
更
承
諾
の

意
思
表
示
を
し
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
同
様
に
信
義
則
を
根

拠
と
す
る
変
更
承
諾
を
義
務
付
け
る
こ
と
は
、
保
険
者
の
契
約
自
由

が
不
当
に
制
約
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
こ
と
、
②
責
任
遡
及
条
項
は
当

初
の
契
約
申
込
み
に
対
す
る
も
の
で
あ
り
、
保
険
契
約
者
が
支
払
っ

た
第
一
回
保
険
料
相
当
額
も
当
初
の
契
約
申
込
み
に
対
す
る
も
の
で



38

法学研究 89 巻 12 号（2016：12）

あ
り
、
こ
の
支
払
に
基
づ
く
期
待
も
当
初
の
申
込
み
に
よ
り
保
険
契

約
が
成
立
し
た
場
合
に
受
け
ら
れ
る
保
険
保
障
に
対
す
る
も
の
で
あ

る
こ
と
、
③
保
険
料
の
増
額
を
要
す
る
特
別
条
件
が
付
さ
れ
た
保
険

契
約
に
つ
い
て
は
、
第
一
回
保
険
料
相
当
額
に
加
え
て
、
増
額
さ
れ

た
保
険
料
相
当
額
を
支
払
っ
て
初
め
て
責
任
遡
及
条
項
が
適
用
さ
れ

る
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
仮
に
例
外
的
な
場
合
が
認
め
ら
れ
る
と
し

て
も
、
な
ぜ
格
別
の
取
扱
い
が
必
要
か
そ
の
根
拠
が
問
わ
れ
る
こ
と
、

な
ど
。

　

⑶　

特
別
条
件
決
定
後
の
承
諾
前
死
亡
に
お
け
る
保
険
契
約
の
成

立
を
め
ぐ
る
裁
判
例

　

特
別
条
件
決
定
後
の
承
諾
前
死
亡
に
お
け
る
保
険
契
約
の
成
立
が

問
題
と
な
っ
た
裁
判
例
と
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
以
下
の
二
つ
し
か
み

ら
れ
な
い
。

　

一
つ
は
、
前
掲
・
東
京
地
判
昭
和
六
一
年
一
〇
月
三
〇
日
（
中
西

正
明
「
判
批
」
文
研
レ
ポ
三
七
号
〔
一
九
八
八
年
〕
一
頁
）
で
あ
る
。

そ
の
事
例
の
概
要
は
次
の
と
お
り
。
保
険
契
約
者
兼
被
保
険
者
の
代

理
人
が
、
保
険
契
約
者
の
た
め
に
生
命
保
険
契
約
の
申
込
み
を
な
し
、

第
一
回
保
険
料
充
当
金
を
支
払
っ
た
が
、
被
保
険
者
の
心
電
図
検
査

に
異
常
が
発
見
さ
れ
た
。
保
険
者
は
当
初
の
申
込
み
内
容
で
は
契
約

で
き
な
い
が
、
よ
り
高
額
の
保
険
料
に
よ
る
保
険
契
約
で
あ
れ
ば
締

結
が
可
能
で
あ
る
と
判
断
し
、
保
険
契
約
者
の
代
理
人
に
何
回
か
面

会
し
て
そ
の
旨
を
伝
え
よ
う
と
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
代
理
人
の
都

合
で
面
会
で
き
ず
、
そ
の
間
に
被
保
険
者
が
死
亡
し
、
保
険
金
受
取

人
が
保
険
金
請
求
を
し
た
。
判
決
は
、「
保
険
契
約
の
締
結
を
拒
否

す
べ
き
事
由
が
全
く
な
い
の
に
、
被
保
険
者
が
承
諾
前
に
死
亡
し
た

こ
と
を
奇
貨
と
し
て
保
険
契
約
締
結
の
申
込
み
を
承
諾
し
な
い
と
い

う
場
合
に
当
た
ら
な
い
」
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
信
義
則
に
基
づ
く

保
険
者
の
変
更
承
諾
を
認
め
な
か
っ
た
。
も
っ
と
も
、
約
款
の
責
任

遡
及
条
項
に
言
及
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
本
件
と
異
な
る
。

　

も
う
一
つ
は
、
前
掲
・
東
京
高
判
平
成
二
二
年
六
月
三
〇
日

（
潘
・
前
掲
「
判
批
」
一
頁
、
山
下
典
孝
・
前
掲
「
判
批
」
一
二
頁
、

河
合
・
前
掲
「
判
批
」
五
〇
頁
）
で
あ
る
。
そ
の
事
例
の
概
要
は
以

下
の
と
お
り
。
保
険
契
約
者
兼
死
亡
保
険
金
受
取
人
が
生
命
保
険
契

約
を
申
込
み
、
第
一
回
保
険
料
相
当
額
を
支
払
っ
た
が
、
保
険
者
が

被
保
険
者
の
心
電
図
検
査
の
結
果
を
受
け
て
、
特
別
保
険
料
徴
収
法

と
保
険
金
削
減
支
払
法
に
よ
る
特
別
条
件
を
付
せ
ば
、
保
険
契
約
を

引
き
受
け
ら
れ
る
と
内
部
的
に
決
定
を
し
た
後
、
被
保
険
者
の
死
亡

を
知
り
、
上
記
内
部
決
定
を
撤
回
し
て
変
更
承
諾
を
拒
絶
し
た
。

判
決
は
、
次
の
理
由
を
挙
げ
て
特
別
条
件
付
の
生
命
保
険
契
約
の
成

立
を
否
定
し
た
。
①
特
別
条
件
を
付
す
れ
ば
当
然
に
当
初
か
ら
保
険

適
格
性
を
有
す
る
も
の
で
は
な
く
、
保
険
者
の
内
部
の
決
定
を
も
っ

て
特
別
条
件
を
付
し
た
こ
と
に
よ
り
、
特
別
条
件
付
の
保
険
契
約
に
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お
け
る
保
険
適
格
性
が
あ
る
こ
と
、
②
当
初
の
保
険
契
約
の
申
込
み

を
も
っ
て
特
別
条
件
を
付
し
た
生
命
保
険
契
約
の
申
込
み
と
解
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
、
③
変
更
後
の
第
一
回
保
険
料
相
当
額
の
支

払
を
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
も
、
保
険
契
約
者
側
の
期
待
を
保
護
す

べ
き
信
義
則
上
の
義
務
を
負
う
と
は
い
え
な
い
こ
と
、
④
被
保
険
者

の
死
因
が
、
保
険
者
が
内
部
決
定
に
当
た
っ
て
懸
念
し
た
健
康
上
の

危
険
が
現
実
化
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
に
照
ら
し
て
も
、
信
義
則
に

反
す
る
も
の
と
は
い
え
な
い
こ
と
等
。
そ
れ
は
、
特
別
条
件
で
の
引

き
受
け
を
内
部
決
定
後
に
承
諾
拒
絶
し
た
事
案
に
つ
い
て
の
初
め
て

の
高
裁
レ
ベ
ル
の
判
決
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
被
保
険
者
の
死
因
が

病
死
で
あ
る
こ
と
が
本
件
と
異
な
る
。

６　

本
件
判
旨
の
検
討

　

⑴　

本
件
判
旨
の
判
断

　

本
件
判
旨
は
、
ま
ず
、
承
諾
前
死
亡
に
お
け
る
保
険
者
の
承
諾
義

務
に
つ
い
て
、
本
件
保
険
契
約
に
責
任
遡
及
条
項
が
適
用
さ
れ
、
所

定
の
要
件
を
満
た
し
た
場
合
に
は
、
保
険
契
約
者
は
、
Ｙ
保
険
会
社

が
保
険
契
約
の
申
込
み
を
承
諾
し
た
上
で
、
責
任
遡
及
条
項
の
規
定

に
し
た
が
っ
て
保
険
契
約
上
の
義
務
を
負
う
と
の
合
理
的
な
期
待
を

有
す
る
も
の
と
認
め
ら
れ
、
Ｙ
保
険
会
社
が
自
ら
説
明
し
た
内
容
に

反
し
て
保
険
契
約
の
申
込
み
を
拒
絶
す
る
こ
と
は
信
義
則
上
許
さ
れ

な
い
と
し
て
、
信
義
則
に
基
づ
く
保
険
会
社
の
承
諾
義
務
を
肯
定
し
、

保
険
金
を
支
払
う
義
務
を
負
う
こ
と
を
認
め
て
い
る
。
こ
れ
は
、
被

保
険
者
が
保
険
適
格
性
を
有
す
る
場
合
、
信
義
則
に
基
づ
く
承
諾
義

務
肯
定
説
の
立
場
に
立
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

　

そ
の
所
定
の
要
件
と
し
て
、
①
被
保
険
者
が
死
亡
し
て
い
な
か
っ

た
な
ら
ば
保
険
契
約
の
申
込
み
を
承
諾
し
た
で
あ
ろ
う
と
認
め
ら
れ

た
こ
と
、
②
重
要
事
項
に
関
す
る
告
知
が
あ
っ
た
こ
と
、
③
第
一
回

保
険
料
相
当
額
の
払
込
み
が
な
さ
れ
た
こ
と
を
挙
げ
る
。
そ
し
て
、

本
件
で
は
、
上
記
三
つ
の
要
件
の
う
ち
、
①
の
み
を
問
題
と
し
て
い

る
。
こ
こ
に
い
う
「
被
保
険
者
が
死
亡
し
て
い
な
か
っ
た
な
ら
ば
保

険
契
約
の
申
込
み
を
承
諾
し
た
で
あ
ろ
う
と
認
め
ら
れ
た
こ
と
」
と

は
、
一
般
に
い
う
被
保
険
者
の
保
険
適
格
性
の
要
件
に
該
当
す
る
も

の
と
考
え
る
。

　

そ
こ
で
、
本
件
判
旨
は
、
か
か
る
要
件
を
満
た
す
か
否
か
に
つ
い

て
、
本
件
被
保
険
者
が
一
般
的
な
被
保
険
者
と
比
べ
て
早
期
死
亡
す

る
確
率
が
高
い
と
の
判
断
を
前
提
に
、
保
険
料
を
引
き
上
げ
る
な
ど

の
付
加
的
な
条
件
を
付
し
た
上
で
承
諾
す
る
こ
と
は
、
被
保
険
者
の

生
存
ま
た
は
死
亡
と
い
う
偶
然
の
事
実
が
発
生
し
た
場
合
に
約
定
の

保
険
給
付
を
受
け
る
と
い
う
生
命
保
険
契
約
の
性
質
に
照
ら
し
、
合

理
的
な
も
の
で
あ
る
と
し
て
、
本
件
特
別
条
件
は
、
保
険
会
社
の
内

部
基
準
に
沿
っ
て
決
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
恣
意
的
に
定
め
ら
れ
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た
も
の
で
は
な
い
と
、
判
示
し
た
。
被
保
険
者
が
保
険
適
格
性
を
有

す
る
か
否
か
、
ど
の
よ
う
な
条
件
で
引
き
受
け
る
か
と
い
う
判
断
基

準
が
保
険
契
約
者
の
内
部
の
基
準
に
沿
う
も
の
で
あ
り
、
恣
意
的
で

は
な
い
点
に
関
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
通
説
・
裁
判
例
と
同
様
の
内
容

を
示
す
も
の
で
、
妥
当
で
あ
り
異
論
は
な
い
と
考
え
る
。

　

本
件
判
旨
は
、
結
論
と
し
て
は
、
本
件
に
お
い
て
は
、
被
保
険
者

が
死
亡
し
て
い
な
か
っ
た
な
ら
ば
保
険
契
約
の
申
込
み
を
承
諾
し
た

で
あ
ろ
う
と
す
る
①
の
要
件
を
満
た
さ
な
い
と
い
う
理
由
で
、
Ｙ
保

険
会
社
が
本
件
保
険
契
約
の
申
込
み
を
拒
絶
す
る
こ
と
は
信
義
則
に

反
す
る
も
の
で
は
な
い
と
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
本
件
判
旨

で
は
、
特
別
条
件
決
定
後
の
承
諾
前
死
亡
に
お
け
る
Ｙ
保
険
会
社
の

変
更
承
諾
の
義
務
に
つ
い
て
は
全
く
言
及
し
な
か
っ
た
。

　

⑵　

特
別
条
件
決
定
後
の
承
諾
前
死
亡
に
お
け
る
保
険
者
の
変
更

承
諾
義
務
の
有
無

　

以
下
に
お
い
て
、
前
掲
・
否
定
的
見
解
を
含
め
考
え
ら
れ
る
問
題

を
取
り
上
げ
て
検
討
す
る
。

　

第
一
に
、
保
険
者
の
契
約
自
由
に
つ
い
て
、
責
任
遡
及
条
項
は
特

別
条
件
付
の
保
険
契
約
に
適
用
さ
れ
な
い
も
の
で
あ
り
、
保
険
者
の

変
更
承
諾
義
務
は
、
保
険
者
の
契
約
自
由
が
不
当
に
制
約
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
と
の
見
解
が
あ
る
（
前
掲
・
否
定
的
見
解
①
）。
し
か
し

な
が
ら
、
本
件
約
款
お
よ
び
重
要
事
項
説
明
書
に
は
、
責
任
遡
及
条

項
の
適
用
範
囲
に
特
別
条
件
付
の
保
険
契
約
を
除
く
と
の
規
定
は
ど

こ
に
も
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。
除
か
れ
な
い
以
上
、
責
任
遡
及
条
項

が
特
別
条
件
付
の
保
険
契
約
に
も
適
用
さ
れ
る
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。

保
険
者
に
は
契
約
の
自
由
が
あ
る
と
し
て
何
ら
の
制
約
も
な
く
変
更

承
諾
の
拒
絶
が
で
き
る
と
認
め
ら
れ
る
と
、
現
実
に
特
別
条
件
決
定

後
の
承
諾
前
死
亡
に
お
け
る
責
任
遡
及
条
項
の
適
用
は
、
た
ま
た
ま

被
保
険
者
の
死
亡
を
知
ら
ず
に
変
更
承
諾
の
通
知
が
発
せ
ら
れ
た
時

だ
け
に
な
り
か
ね
な
い
。

　

し
た
が
っ
て
、
特
別
条
件
決
定
後
の
変
更
承
諾
前
死
亡
に
つ
い
て

も
、
通
常
の
承
諾
前
死
亡
の
場
合
と
同
様
に
、
変
更
承
諾
の
義
務
が

あ
る
と
考
え
る
。
本
件
は
、
特
別
条
件
決
定
後
に
被
保
険
者
が
死
亡

し
、
し
か
も
保
険
者
が
不
慮
の
事
故
に
よ
る
急
死
を
知
り
、
申
込
み

の
承
諾
を
拒
否
し
た
も
の
で
あ
り
、
ま
さ
し
く
被
保
険
者
が
承
諾
前

に
死
亡
し
た
こ
と
を
奇
貨
と
し
て
変
更
承
諾
を
し
な
い
こ
と
そ
の
も

の
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

　

第
二
に
、
特
別
条
件
付
の
契
約
が
期
待
・
利
益
保
護
の
対
象
外
で

あ
る
か
に
つ
い
て
、
保
険
契
約
者
が
支
払
っ
た
第
一
回
保
険
料
相
当

額
に
基
づ
く
期
待
は
当
初
の
申
込
み
で
あ
っ
て
、
特
別
条
件
付
の
契

約
は
そ
の
期
待
保
護
の
対
象
外
で
あ
る
と
の
見
解
が
あ
る
（
前
掲
・

否
定
的
見
解
②
）。
し
か
し
な
が
ら
、
申
込
者
の
平
等
取
扱
い
の
要

請
に
鑑
み
る
と
、
一
般
の
保
険
契
約
者
に
と
っ
て
み
れ
ば
、
第
一
回
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保
険
料
相
当
額
を
支
払
い
、
被
保
険
者
の
診
査
も
一
応
終
わ
っ
た
以

上
、
そ
の
時
か
ら
保
険
の
利
益
を
受
け
る
も
の
と
期
待
す
る
の
は
、

特
別
条
件
付
か
否
か
は
関
係
な
く
同
じ
で
あ
る
。
ま
た
、
前
述
の
よ

う
に
保
険
契
約
者
の
申
込
み
か
ら
保
険
者
の
承
諾
ま
た
は
変
更
承
諾

ま
で
に
時
間
を
所
要
す
る
た
め
、
保
険
契
約
者
の
立
場
は
極
め
て
不

安
定
で
あ
る
。
本
件
の
よ
う
に
そ
の
時
間
的
な
間
隔
に
お
い
て
生
じ

る
不
慮
の
事
故
に
よ
る
死
亡
な
ど
の
危
険
負
担
も
責
任
遡
及
条
項
の

趣
旨
の
一
つ
で
あ
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
特
別
条
件
付
の
契
約
が
、
通
常
の
保
険
契
約
と
同

様
に
取
扱
わ
れ
る
の
が
適
切
で
あ
り
、
保
険
契
約
者
側
の
期
待
・
利

益
保
護
の
対
象
外
と
さ
れ
る
理
由
は
な
い
と
考
え
る
。

　

第
三
に
、
本
件
被
保
険
者
が
保
険
適
格
性
を
有
し
て
い
た
か
に
つ

い
て
、
学
説
上
は
、
特
別
条
件
を
付
す
れ
ば
、
被
保
険
者
が
保
険
適

格
性
を
具
備
す
る
こ
と
に
な
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
、
明
確
に
言
及

さ
れ
て
い
な
い
が
、
前
掲
・
東
京
地
判
昭
和
六
一
年
一
〇
月
三
〇
日

で
は
、
よ
り
高
額
の
保
険
料
に
よ
る
保
険
契
約
で
あ
れ
ば
締
結
が
可

能
で
あ
る
と
判
示
さ
れ
、
前
掲
・
東
京
高
判
平
成
二
二
年
六
月
三
〇

日
で
は
、
保
険
者
の
内
部
の
決
定
を
も
っ
て
特
別
条
件
を
付
し
た
こ

と
に
よ
り
、
特
別
条
件
付
の
保
険
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
が
で
き
る

と
判
示
さ
れ
て
い
る
。
本
件
判
旨
に
お
い
て
も
、
Ｙ
保
険
会
社
が

「
亡
Ａ
の
本
件
保
険
契
約
の
申
込
み
に
対
し
て
、
自
ら
の
内
部
基
準

に
沿
っ
て
本
件
特
別
条
件
を
付
し
た
上
で
承
諾
す
る
こ
と
が
で
き
る

と
判
断
し
た
こ
と
」
を
認
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
被
保
険
者
は
、

保
険
者
が
特
別
条
件
を
付
し
て
保
険
を
引
き
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

状
況
に
あ
れ
ば
、
保
険
可
能
体
と
い
え
る
。
保
険
可
能
体
と
い
え
る

な
ら
、
当
然
保
険
適
格
性
を
有
す
る
も
の
と
考
え
る
（
同
旨
、
江

頭
・
前
掲
書
四
九
八
頁
注
９
）。
な
お
、
死
亡
事
由
が
不
慮
の
事
故

で
、
被
保
険
者
の
健
康
状
態
と
は
因
果
関
係
が
な
い
本
件
の
よ
う
な

ケ
ー
ス
で
は
、
保
険
契
約
が
詐
欺
的
な
行
為
に
利
用
さ
れ
る
と
い
う

道
徳
的
危
険
の
状
況
は
な
い
は
ず
で
あ
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
本
件
判
旨
で
は
、
被
保
険
者
の
保
険
適
格
性
の
要

件
に
相
当
す
る
本
件
所
定
の
要
件
①
を
満
た
さ
な
い
と
し
た
こ
と
は
、

失
当
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　

第
四
に
、
保
険
契
約
者
側
の
特
別
条
件
承
諾
の
可
能
性
に
つ
い
て
、

本
件
で
は
、
仮
に
Ｙ
保
険
会
社
が
Ａ
の
死
亡
前
に
本
件
特
別
条
件
を

提
示
し
て
い
た
と
す
れ
ば
、
は
た
し
て
Ａ
が
こ
れ
を
承
諾
し
て
い
た

の
か
と
い
う
疑
問
が
も
た
れ
る
。
本
件
特
別
条
件
は
、
被
保
険
者
の

「
リ
ス
ク
評
価
は
三
〇
〇
点
と
な
る
こ
と
か
ら
、
保
険
料
を
一
般
的

な
被
評
価
者
の
三
倍
」
と
さ
れ
、
す
な
わ
ち
、
第
一
回
保
険
料
に
相

当
す
る
金
額
で
あ
る
一
万
七
六
一
五
円
の
三
倍
で
、
毎
月
五
万
二
、

八
四
五
円
と
な
る
。
確
か
に
増
額
さ
れ
た
保
険
料
が
高
額
と
な
っ
た

場
合
、
保
険
契
約
者
の
財
務
状
態
が
悪
化
す
る
等
、
諸
般
の
事
情
に
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よ
り
、
保
険
契
約
者
兼
被
保
険
者
が
生
き
て
い
れ
ば
、
増
額
さ
れ
た

保
険
料
の
支
払
が
で
き
ず
、
提
示
さ
れ
た
新
た
な
申
込
み
を
受
け
入

れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
特
別
条
件
の
内
容
に
よ
っ
て
承
諾
率
が
変
わ
っ
て
く
る
こ
と
に

な
る
と
は
い
え
、
保
険
契
約
者
兼
被
保
険
者
が
そ
の
変
更
承
諾
を
受

け
入
れ
る
可
能
性
を
全
く
否
定
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
そ
の
承
諾
率

の
高
い
低
い
で
、
保
険
者
が
承
諾
義
務
を
負
う
か
否
か
の
結
果
が
異

な
る
こ
と
は
、
契
約
者
間
の
公
平
を
害
す
る
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い

（
同
旨
、
山
下
典
孝
・
前
掲
「
判
批
」
一
九
頁
）。

　

し
た
が
っ
て
、
保
険
契
約
者
の
特
別
条
件
付
に
対
す
る
承
諾
率
に

関
係
な
く
、
一
貫
し
た
取
扱
い
を
採
る
の
が
妥
当
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

第
五
に
、
第
一
回
保
険
料
相
当
額
追
加
料
金
の
支
払
に
つ
い
て
、

仮
に
変
更
承
諾
の
義
務
を
負
う
と
認
め
る
と
し
て
も
、
承
諾
変
更
前

死
亡
ま
で
に
第
一
回
の
特
別
保
険
料
が
支
払
わ
れ
て
い
な
い
と
い
う

問
題
が
考
え
ら
れ
る
。
現
行
実
務
で
は
、
特
別
条
件
が
適
用
さ
れ
た

契
約
の
責
任
開
始
時
に
つ
い
て
『
特
別
条
件
付
加
承
諾
書
』
に
署

名
・
押
印
さ
れ
た
と
き
に
、
責
任
開
始
時
に
遡
っ
て
契
約
上
の
保
障

が
開
始
す
る
。
も
っ
と
も
、「
特
別
保
険
料
徴
収
法
」
が
適
用
さ
れ

た
場
合
は
、
追
加
の
保
険
料
が
払
い
込
ま
れ
た
と
き
か
ら
で
あ
る
と

さ
れ
て
い
る
（
明
治
安
田
生
命
『
特
別
条
件
付
契
約
の
し
お
り
』）。

こ
れ
に
よ
り
特
別
条
件
の
契
約
に
見
合
う
保
険
料
が
支
払
わ
れ
て
い

な
い
の
に
、
保
険
者
の
承
諾
義
務
を
認
め
る
の
は
不
合
理
で
あ
る
と

い
う
見
解
が
あ
る
（
前
掲
・
否
定
的
見
解
③
）。
し
か
し
な
が
ら
、

第
一
回
保
険
料
相
当
額
が
全
く
支
払
わ
れ
て
い
な
い
わ
け
で
は
な
い
。

そ
れ
に
、
承
諾
前
死
亡
と
い
う
ケ
ー
ス
は
保
険
金
支
払
全
体
の
中
で

は
少
な
く
、
特
別
条
件
決
定
後
の
承
諾
前
死
亡
と
い
う
ケ
ー
ス
は

も
っ
と
稀
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
変
更
承
諾
が
な
さ
れ
る
と
し
て
も
、

直
ち
に
保
険
事
業
の
基
礎
の
破
壊
に
は
繋
が
ら
な
い
。

　

し
た
が
っ
て
、
被
保
険
者
の
死
亡
自
体
に
問
題
が
な
け
れ
ば
、
契

約
の
成
立
を
認
め
、
保
険
金
の
支
払
時
に
追
加
保
険
料
を
精
算
的
に

処
理
す
れ
ば
よ
い
と
考
え
る
（
同
旨
、
石
井
・
前
掲
論
文
九
九
頁
、

中
西
・
前
掲
「
判
批
」
六
頁
、
甘
利
・
前
掲
「
コ
メ
ン
ト
」
一
一
頁
、

山
下
典
孝
・
前
掲
「
判
批
」
二
〇
頁
）。

　

第
六
に
、
特
別
条
件
決
定
後
の
承
諾
前
死
亡
の
実
務
上
の
取
扱
い

に
つ
い
て
、
保
険
会
社
は
、
通
常
の
承
諾
前
死
亡
の
場
合
に
お
い
て
、

承
諾
前
死
亡
が
な
か
っ
た
な
ら
承
諾
し
た
で
あ
ろ
う
申
込
み
に
対
し

て
は
承
諾
し
て
保
険
金
を
支
払
う
と
い
う
取
扱
方
法
を
採
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
適
切
妥
当
な
運
用
で
あ
る
。
特
別
条
件
決
定
後
の
承
諾
前
死

亡
の
取
扱
い
も
こ
れ
に
準
じ
て
対
応
す
れ
ば
よ
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　

具
体
的
に
は
、
特
別
条
件
決
定
後
、
保
険
者
は
被
保
険
者
死
亡
の

事
実
を
知
っ
て
い
る
か
ど
う
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
変
更
承
諾
の
意
思

表
示
を
行
い
、
保
険
契
約
者
（
ま
た
は
そ
の
相
続
人
）
が
そ
れ
を
承
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諾
す
れ
ば
、
保
険
契
約
が
成
立
し
責
任
遡
及
条
項
が
適
用
さ
れ
る
。

「
特
定
部
位
不
担
保
法
」
と
す
る
特
別
条
件
決
定
で
そ
の
死
因
が
不

担
保
の
対
象
に
該
当
し
た
と
き
は
、
保
険
者
が
保
険
金
支
払
義
務
を

負
わ
な
い
。「
保
険
金
削
減
支
払
法
」
と
す
る
特
別
条
件
決
定
の
と

き
は
、
保
険
金
を
削
減
の
う
え
支
払
う
。「
特
別
保
険
料
徴
収
法
」

と
す
る
特
別
条
件
決
定
の
と
き
は
、
保
険
者
は
第
一
回
保
険
料
相
当

額
に
加
算
さ
れ
る
増
額
保
険
料
と
履
行
期
が
到
来
し
た
保
険
料
を
保

険
金
か
ら
差
引
い
て
支
払
う
。

　

も
っ
と
も
、
被
保
険
者
の
死
亡
が
自
殺
な
ど
約
款
所
定
の
保
険
者

免
責
事
由
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
保
険
者
は
保
険
金
支
払
義
務
を

負
わ
な
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
ま
た
保
険
契
約
者
、
被
保
険

者
に
告
知
義
務
違
反
が
あ
っ
た
と
き
は
、
保
険
者
は
原
則
と
し
て
保

険
契
約
を
解
除
し
て
保
険
金
支
払
義
務
を
免
れ
る
こ
と
が
で
き
る

（
同
旨
、
中
西
・
前
掲
書
六
二
頁
）。

　

⑶　

本
件
判
旨
に
対
す
る
評
価

　

本
件
に
お
い
て
、
本
来
で
あ
れ
ば
、
保
険
者
が
特
別
条
件
決
定
後
、

被
保
険
者
の
不
慮
の
事
故
に
よ
る
死
亡
を
知
り
、
特
別
条
件
決
定
を

取
り
消
し
て
よ
い
の
か
、
す
な
わ
ち
、
保
険
者
の
変
更
承
諾
義
務
の

有
無
に
つ
い
て
判
断
す
べ
き
だ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
保
険
金
請

求
者
側
で
あ
る
Ｘ
ら
は
Ｙ
保
険
会
社
が
変
更
承
諾
の
義
務
を
負
う
旨

を
直
接
に
主
張
し
て
い
な
い
た
め
、
申
込
み
の
あ
っ
た
当
初
の
保
険

契
約
に
対
す
る
Ｙ
保
険
会
社
の
承
諾
義
務
の
有
無
の
み
を
争
点
と
し

た
点
は
、
妥
当
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

　

ま
た
、
本
件
に
お
い
て
は
、
保
険
者
は
特
別
保
険
料
徴
収
法
で
引

き
受
け
る
と
い
う
社
内
的
決
定
を
被
保
険
者
の
死
亡
以
前
に
し
て
い

た
。
被
保
険
者
が
死
亡
し
て
い
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
Ｙ
保
険
会
社
が

本
件
保
険
契
約
の
変
更
承
諾
を
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
明
ら
か
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
、
要
件
①
を
含
む
所
定
の
三
つ
の
要
件
と
も
満
た

し
て
お
り
、
Ｙ
保
険
会
社
に
は
保
険
契
約
者
の
相
続
人
に
対
し
本
件

特
別
条
件
で
の
変
更
承
諾
を
行
う
義
務
が
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
保
険

契
約
者
の
相
続
人
が
承
諾
の
意
思
表
示
を
す
れ
ば
、
保
険
契
約
が
成

立
し
、
Ｙ
保
険
会
社
は
保
険
金
受
取
人
で
あ
る
Ｘ
ら
に
対
し
、
第
一

回
の
保
険
料
の
割
増
分
に
相
当
す
る
金
額
を
差
し
引
い
た
保
険
金
を

支
払
う
の
が
合
理
的
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

以
上
よ
り
、
Ｙ
保
険
会
社
が
本
件
保
険
契
約
の
申
込
み
を
拒
絶
す

る
こ
と
を
認
め
た
本
判
決
の
結
論
に
は
賛
成
で
き
な
い
。

７　

保
険
法
三
九
条
・
六
八
条
の
遡
及
保
険
と
責
任
遡
及
条
項
と
の

関
係

　

責
任
遡
及
条
項
は
、
遡
及
保
険
の
一
種
類
で
あ
る
と
解
さ
れ
て
き

た
。
し
か
し
、
本
件
判
旨
で
は
保
険
法
三
九
条
・
六
八
条
（
以
下
、

併
せ
て
「
本
条
」
と
い
う
。）
の
遡
及
保
険
と
の
関
係
に
は
全
く
触
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れ
て
い
な
い
。
な
ぜ
な
の
か
、
以
下
に
お
い
て
、
責
任
遡
及
条
項
と

保
険
法
上
の
遡
及
保
険
規
制
と
の
関
係
を
確
認
す
る
。

　

⑴　

保
険
法
三
九
条
一
項
・
六
八
条
一
項

　

本
条
一
項
は
、
死
亡
保
険
契
約
・
傷
害
疾
病
定
額
保
険
契
約
を
締

結
す
る
前
に
発
生
し
た
保
険
事
故
・
給
付
事
由
に
基
づ
き
保
険
給
付

を
行
う
旨
の
定
め
に
つ
い
て
、
保
険
契
約
者
が
当
該
死
亡
保
険
契

約
・
傷
害
疾
病
定
額
保
険
契
約
の
申
込
み
ま
た
は
そ
の
承
諾
を
し
た

時
に
お
い
て
、
当
該
保
険
契
約
者
ま
た
は
保
険
金
受
取
人
（
傷
害
疾

病
定
額
保
険
契
約
に
あ
っ
て
は
、
被
保
険
者
も
）
が
す
で
に
保
険
事

故
・
給
付
事
由
が
発
生
し
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
と
き
は
、
無

効
と
す
る
と
定
め
て
い
る
。

　

保
険
契
約
に
お
い
て
は
、
保
険
契
約
者
が
申
込
み
を
行
い
、
保
険

者
が
こ
れ
を
承
諾
す
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
が
、
保
険
者
が
申
込
み

を
行
い
、
保
険
契
約
者
が
こ
れ
を
承
諾
す
る
可
能
性
も
あ
る
こ
と
か

ら
（
た
と
え
ば
、
本
件
の
よ
う
な
変
更
承
諾
の
ケ
ー
ス
）、
本
条
一

項
は
そ
の
両
方
の
場
合
を
想
定
す
る
遡
及
保
険
の
規
定
で
あ
る
。

　

改
正
前
商
法
六
四
二
条
（
生
命
保
険
は
六
八
三
条
一
項
で
準
用
）

は
、
保
険
者
、
保
険
契
約
者
ま
た
は
保
険
金
受
取
人
が
契
約
成
立
時

に
保
険
事
故
の
発
生
・
不
発
生
を
知
っ
て
い
た
場
合
、
保
険
契
約
を

無
効
と
し
て
い
た
。
こ
の
た
め
、
保
険
者
が
承
諾
す
る
前
に
被
保
険

者
が
死
亡
し
、
保
険
契
約
者
ま
た
は
保
険
金
受
取
人
が
そ
の
事
実
の

発
生
を
知
っ
て
い
る
と
、
保
険
者
が
保
険
契
約
を
成
立
さ
せ
る
べ
く

承
諾
を
し
て
も
責
任
遡
及
条
項
が
無
効
と
解
釈
さ
れ
る
余
地
が
あ
っ

た
。

　

本
条
一
項
は
、
保
険
契
約
の
申
込
時
点
で
当
該
保
険
契
約
者
ま
た

は
保
険
金
受
取
人
が
保
険
事
故
ま
た
は
給
付
事
由
の
既
発
生
の
事
実

を
知
っ
て
い
た
（
悪
意
で
あ
る
）
と
き
に
限
っ
て
保
険
契
約
を
無
効

と
す
る
規
律
と
な
っ
た
た
め
、
責
任
遡
及
条
項
が
無
効
と
さ
れ
る
こ

と
は
な
く
な
っ
た
（
萩
本
・
前
掲
書
六
三
頁
注
２
）。

　

も
っ
と
も
、
承
諾
前
死
亡
に
お
け
る
変
更
承
諾
の
ケ
ー
ス
で
は
、

責
任
遡
及
条
項
が
本
条
一
項
に
抵
触
し
無
効
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
。

な
ぜ
な
ら
、
保
険
者
に
よ
る
変
更
承
諾
の
意
思
表
示
を
新
た
な
申
込

み
と
解
す
る
と
、
こ
の
よ
う
な
申
込
み
を
保
険
契
約
者
（
保
険
契
約

者
が
死
亡
し
て
い
る
場
合
に
は
そ
の
相
続
人
）
が
承
諾
し
た
ケ
ー
ス

で
は
、
承
諾
時
に
保
険
契
約
者
ま
た
は
保
険
金
受
取
人
が
被
保
険
者

の
死
亡
を
知
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
う
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
な

が
ら
、
責
任
遡
及
条
項
に
よ
り
保
険
受
取
人
が
保
険
金
の
支
払
を
受

け
る
こ
と
に
な
っ
て
も
、
不
当
な
利
得
を
す
る
こ
と
に
は
な
ら
ず
、

本
条
一
項
に
よ
っ
て
責
任
遡
及
条
項
が
無
効
に
な
る
こ
と
は
な
い
と

解
さ
れ
て
い
る
（
山
下=

竹
濱
ほ
か
・
前
掲
書
二
五
一
頁
［
竹
濱

修
］）。

　

⑵　

保
険
法
三
九
条
二
項
・
六
八
条
二
項
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本
条
二
項
は
、
死
亡
保
険
契
約
・
傷
害
疾
病
定
額
保
険
契
約
の
申

込
み
の
時
よ
り
前
に
発
生
し
た
保
険
事
故
・
給
付
事
由
に
基
づ
き
保

険
給
付
を
行
う
旨
の
定
め
に
つ
い
て
、
保
険
者
ま
た
は
保
険
契
約
者

が
当
該
死
亡
保
険
契
約
・
傷
害
疾
病
定
額
保
険
契
約
の
申
込
み
を
し

た
時
に
お
い
て
、
当
該
保
険
者
が
保
険
事
故
・
給
付
事
由
が
発
生
し

て
い
な
い
こ
と
を
知
っ
て
い
た
と
き
は
、
無
効
と
す
る
と
定
め
て
い

る
。

　

本
条
二
項
は
、
保
険
契
約
の
申
込
み
前
に
発
生
し
た
保
険
事
故
ま

た
は
給
付
事
由
に
つ
い
て
保
険
給
付
を
行
う
遡
及
保
険
の
規
定
で
あ

る
が
、
実
務
上
、
保
険
者
の
責
任
開
始
時
期
を
保
険
契
約
の
申
込
み

の
時
よ
り
も
以
前
に
遡
ら
せ
る
こ
と
は
な
い
か
ら
、
同
項
の
適
用
は

考
え
ら
れ
な
い
（
萩
本
・
前
掲
書
六
三
頁
注
２
）。

　

ま
た
、
本
条
二
項
に
お
い
て
は
、
保
険
契
約
申
込
後
保
険
契
約
締

結
前
の
保
険
事
故
ま
た
は
給
付
事
由
に
よ
る
保
険
給
付
を
行
う
旨
の

責
任
遡
及
条
項
が
無
効
と
さ
れ
る
場
合
に
つ
い
て
規
定
さ
れ
て
い
な

い
の
で
、
こ
れ
を
反
対
解
釈
す
れ
ば
、
保
険
者
が
保
険
契
約
の
申
込

み
を
承
諾
す
る
前
に
そ
れ
以
前
の
保
険
事
故
不
発
生
に
つ
い
て
悪
意

で
あ
る
と
き
も
、
か
か
る
責
任
遡
及
条
項
は
有
効
と
解
さ
れ
て
い
る

（
大
串
淳
子
＝
日
本
生
命
保
険
生
命
保
険
研
究
会
『
解
説 

保
険
法
』

（
弘
文
堂
・
二
〇
〇
八
年
）
五
四
頁
［
花
田
さ
お
り
］）。

　

基
本
的
に
損
害
保
険
、
生
命
保
険
、
傷
害
疾
病
定
額
保
険
と
も
、

同
様
の
規
定
が
設
け
ら
れ
て
い
る
が
、
保
険
法
改
正
の
検
討
経
過
に

お
い
て
は
損
保
を
意
識
し
て
制
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
（
法
制
審
議

会
保
険
法
部
会
第
八
回
会
議
議
事
録
五
二
頁
）。
現
行
実
務
上
は
、

本
条
が
生
命
保
険
契
約
に
適
用
さ
れ
る
余
地
は
な
い
と
説
明
さ
れ
る

（
江
頭
・
前
掲
書
四
九
八
条
注
８
）。
そ
れ
が
故
に
、
本
件
判
旨
で
は

か
か
る
条
文
に
言
及
し
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

８　

お
わ
り
に

　

責
任
遡
及
条
項
を
現
実
に
起
き
た
承
諾
前
死
亡
に
適
用
す
る
段
に

な
る
と
必
ず
し
も
容
易
で
は
な
い
。
特
に
特
別
条
件
決
定
後
の
承
諾

前
死
亡
の
取
扱
い
は
一
層
難
し
い
こ
と
が
十
二
分
に
察
せ
ら
れ
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
、
責
任
遡
及
条
項
が
現
に
存
在
す
る
以
上
、

大
森
忠
夫
博
士
が
か
つ
て
次
の
よ
う
に
切
望
し
た
と
お
り
、
こ
の
責

任
遡
及
条
項
の
制
度
が
「
円
滑
に
運
用
さ
れ
そ
の
所
期
の
効
果
を
あ

げ
う
る
が
た
め
に
は
、
精
密
な
法
理
構
成
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
む

し
ろ
そ
れ
以
上
に
、
こ
の
制
度
の
趣
旨
に
対
す
る
関
係
者
の
十
分
な

理
解
と
こ
れ
に
基
づ
く
良
識
あ
る
態
度
が
何
よ
り
も
必
要
で
あ
る
と

言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
た
と
え
ば
、
こ
の
条
項
に
も
と
づ
く
申
込
み

の
諾
否
決
定
に
つ
い
て
保
険
者
の
間
に
合
理
的
な
慣
行
が
確
立
し
か

つ
そ
れ
が
良
心
的
に
遵
守
さ
れ
る
こ
と
」（
大
森
・
前
掲
書
二
〇
五

頁
以
下
）
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。
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（
本
判
例
研
究
に
示
さ
れ
た
見
解
は
す
べ
て
個
人
的
見
解
で
あ
っ

て
、
筆
者
の
所
属
組
織
と
は
無
関
係
で
あ
る
。）

李　
　

鳴　
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平成 25 年 11 月 26 日判決
平成 25 年ワ第 25 号　保険金請求事件

判　　決
　　　　　　原　　　　　　　　　　告　　Ｘ1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（以下「原告Ｘ1」という。）
　　　　　　原　　　　　　　　　　告　　Ｘ2

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（以下「原告Ｘ2」という。）
　　　　　　原告ら法定代理人親権者母　　Ｂ
　　　　　　被　　　　　　　　　　告　　生命保険相互会社

主　　文
１　原告Ｘ1 の請求を棄却する。
２　原告Ｘ2 の請求を棄却する。
３　訴訟費用は原告らの負担とする。

事実及び理由
第１　請求
　１�　被告は，原告Ｘ1 に対し，1024 万 0800 円及びこれに対する平成 25 年２月 19
日から支払済みまで年５分の割合による金員を支払え。

　２�　被告は，原告Ｘ2 に対し，1024 万 0800 円及びこれに対する平成 25 年２月 19
日から支払済みまで年５分の割合による金員を支払え。

第２　事案の概要
　�　本件は，原告らが，原告らの父であるＡ（以下「亡Ａ」という。）は平成 24 年２
月 12 日に被告に対して原告らを保険金の受取人とする生命保険を含む保険契約の
申込みをし，同月 15 日には被告に対して当該保険の第１回保険料相当額を支払っ
たところ，同月 23 日，亡Ａは事故により死亡したため，被告による同契約の申込
みへの承諾はなされなかったが，被告には信義則上，同契約の申込みを承諾する義
務があると主張し，被告に対し，同契約の成立によって原告らがそれぞれ受け取る
べき金額である 1024 万 0800 円及び訴状送達日の翌日から支払済みまで民法所定の
割合による遅延損害金を請求する事案である。
　１　争いのない事実等
　　⑴�　亡Ａは，平成 24 年２月 12 日，被告に対し，原告らを保険金の受取人とする

生命保険契約（以下「本件保険契約」という。）を含む４種類の保険が組み合

参考資料
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わせられた「甲保険」という保険商品への契約の申込みをした。
　　⑵�　本件保険契約の約款には，被告が契約の申込者から本件保険契約における第

１回保険料に相当する金額を受け取った後に本件保険契約の申込みを承諾した
場合には，被保険者の健康状態等の重要事項に関する告知（以下，単に「告
知」という。）を受けた時と第１回保険料に相当する金額を受け取った時のい
ずれか遅い時を責任開始時とする旨の規定（以下「責任遡及条項」という。）
があった。また，本件保険契約を含む保険商品である「甲保険」の重要事項説
明書には，被告が保険契約の申込みを承諾する前に被保険者が死亡した場合，
被保険者が死亡していなかったならば保険契約の申込みを承諾したであろうと
認められ，かつ，被保険者の死亡時までに被告が告知を受けるとともに第１回
保険料相当額を受領しているときは，保険契約を承諾したものとして取り扱う
旨記載されていた。

　　⑶�　亡Ａは，同月 15 日，医師による診査を受け，被告に対して告知を行うとと
もに，上記保険の第１回保険料に相当する金額である１万 7615 円を支払った。

　　⑷�　亡Ａは，同月 21 日，雪下ろし作業中に屋根の雪の下敷きとなる事故に遭い，
同月 23 日，死亡した。

　２　争点
　　　亡Ａの本件保険契約への申込みに対する被告の承諾義務の有無
　　　（原告らの主張）
　　�　亡Ａは，被告に対して告知を行うとともに第１回保険料に相当する金額を支
払っており，また，事故によって死亡する以前は本件保険契約の被保険者となり
得るのに適当な性質ないし状態を有していたのであるから，被告は，信義則上，
本件保険契約を承諾する義務がある。

　　　（被告の主張）
　　�　亡Ａは，医師による診査の結果，尿から蛋白が検出されるとともに，不整脈も
認められたことから，被告は，平成 24 年２月 20 日，保険料を増額しなければ本
件契約は引き受けられないと判断し，本件保険契約の申込みを承諾しないことと
した。すなわち，亡Ａは，事故によって死亡する以前は本件保険契約の被保険者
となり得るのに適当な性質ないし状態を有していなかったのであって，被告が信
義則上，本件保険契約を承諾する義務はない。

第３　争点に対する判断
　１　本件証拠及び弁論の全趣旨によれば，以下の事実が認められる。
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　　⑴�　亡Ａは，平成 24 年２月 15 日，被告に対する告知を行うべく受けた医師の診
査の結果，尿蛋白が「２＋」基準に該当する量が検出された上，不整脈が認め
られると診断された（証拠略）。

　　⑵�　被告は，保険契約申込みに対する承諾の可否等を審査する基準の中で，保険
契約の申込みを承諾できる被保険者のリスク評価を 100 点とした場合，医師の
診査によって不整脈と判断された者のリスク評価は 250 点とされ，また，医師
の診査によって尿蛋白が「２＋」基準に該当する量が検出された者はさらに
50 点を加えるものとしている（証拠略）。

　　⑶�　被告は，かかる診査結果をもとに，原告からの本件保険契約の申込みに対す
る承諾の可否を検討し，同月 20 日，亡Ａについてのリスク評価は 300 点とな
るので，保険料を一般的な被評価者の３倍とする条件（以下「本件特別条件」
という。）を付せば生命保険契約を承諾できる旨判断した（証拠略）。

　２�　本件保険契約には責任遡及条項が含まれていることに加え，被告作成の重要事
項説明書には前記のとおりの記載がされていたことに照らせば，かかる記載の条
件が満たされた場合，すなわち，①被保険者が死亡していなかったならば保険契
約の申込みを承諾したであろうと認められること，②被告が被保険者の死亡時ま
でに同人の健康状態等の重要事項に関する告知を受けたこと，③被告が被保険者
の死亡時までに保険契約申込者から第１回保険料相当額を受領していることの３
つの要件を満たしている場合には，保険契約申込者は，被告が保険契約の申込み
を承諾した上で，責任遡及条項の規定にしたがって被告が保険契約上の義務を負
うとの合理的な期待を有するものと認められる。そうすると，前記の各要件を満
たす場合には，被告は，自ら作成した重要事項説明書の記載に反して保険契約の
申込みを拒絶することは信義則上許されないというべきであり，保険金受取人に
対し，被告が保険契約の申込みを承諾した場合と同様の義務を負うものと解する
のが相当である。

　　�　そこで，前記の認定事実に加え，前記争いのない事実等も併せて，本件におい
て前記の各要件を満たすか否かについて検討するに，前記のとおり，亡Ａには医
師の診査によって尿蛋白の検出や不整脈が認められたのであるから，亡Ａは一般
的な被保険者と比べて早期に死亡する確率が高いとの判断を前提に，かかる事情
の認められない被保険者に比べて保険料を引き上げるなどの付加的な条件を付す
ることは，保険料を支払うことによって被保険者の生存又は死亡という偶然の事
実が発生した場合に約定の保険給付を受けるという生命保険契約の性質に照らし，
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合理的なものというべきである。
　　�　なお，原告らは，亡Ａの告知に応じた被告の対応として，本件特別条件を付す
る方法以外にも保険金の削減支払等によって対応することもあり得た旨主張する。
しかしながら，前記のとおり，本件特別条件は被告の内部基準に沿って決定され
たものであり，恣意的に定められたものではない。よって，亡Ａの申込みに対し
て付した条件の内容についても，不合理な点はみられない。

　　�　そうすると，被告が亡Ａの本件保険契約の申込みに対して，自らの内部基準に
沿って本件特別条件を付した上で承諾することができると判断したことは不合理
とはいえず，本件においては，被告が被保険者である亡Ａが死亡していなかった
ならば本件保険契約の申込みを承諾したであろうと認めることはできない。

　　�　したがって，本件においては，前記①の要件を満たさないので，被告が本件保
険契約の申込みを拒絶することが信義則上許されないということはできない。

　３�　以上によれば，原告らの請求には理由がないからこれをいずれも棄却すること
とし，訴訟費用について民事訴訟法 61 条を適用して，主文のとおり判決する。

　　　　　　青森地方裁判所第２民事部
裁判官　　西　岡　慶　記　　


